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〇解答例

1. 下線部 (1) ～（4)を和訳せよ。

(1) 18世紀の日本は、 前世紀末以来の商業的出版業の活性化によって、 景気が良くなり大

衆文化が栄えた。 しかしながら18世紀半ば以降、 芸術家や作家の間には、 商業主義的出

版がもつ力を制約的と感じるような、 反商業主義的気質が次第に芽生え始めていた。

(2) 文人と素人という二つの流れは、 うまく相互に補い合って、 芸術の世界の中に大きな

着想源を見出した。 大坂の粋人（あるいは旦那衆）の理想は、 商売をうまく切り盛りす

ることができるのと同時に、 サロンに参加したり、 複数の稽古一詩歌・音曲 ・書画など

ーを受けたりして、 積極的に芸事を究めることであった。

(3) 「専門家」たちは、 これら芸事の師匠として生計を立てることができた。 各分野ごと

に、 師・素人芸人・版元のネットワ ー クがあった。 その規模は様々で、 あるものは高度

に組織立てられ、 またあるものはただ単に一 個人の周りに派生したものであった。

(4) 歌舞伎は、 この複雑な社会的文化的ネットワ ー ク体系の中で、 最も重要な創造的原動

カのひとつであった。 歌舞伎は決定的に「俗」の世界である。 そこでは庶民的なもの、
一 時的なもの、 エネルギ ー 溢れるもの、 卑俗なものが、 肉体と芝居を通じて世界を支配

していた。 これと明らかな対照をなすようにして、武士と上流階級の「雅」の世界では、

能・古典的和歌・茶道などを通じて、 優雅なもの、 伝統的なもの、 抑制のあるもの、 美

しいものが、 お墨付きを得て高く尊ばれていた。

2. 著者は18世紀日本、 特に大坂において形成された文化の特徴はどのようなものであっ

たと捉えているか。 要約せよ。

18世紀半ば以降、 商業主義の隆盛に対する反発から、幕府の規制や利益追求から自由で

あろうとする「文人」的な反商業主義的気質が醸成された。 特に大坂では、 これが商人階

級の「素人主義」と結びつき、 家業の傍ら多角的に芸事を究める「粋人（旦那衆）」の理想

を生んだ。 また、 文化を駆動する構造として「雅」と「俗」の価値観の拮抗があり、 大衆

文化のエネルギ ー を伝統的規範の刷新に利用する動きが活発化した。 こうした文化は、 師

匠・素人・版元の重層的なネットワ ー クに支えられ、「雅」と「俗」の世界が鮮やかに対照

をなしつつ共存する、 複雑でダイナミックな体系を形成していた点に特徴がある。
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